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全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共
通
常
総
会

　全
木
連
並
木
会
長
、
全
木
協
連
吉
条
会
長
を
再
選

一
面
　
全
木
連
総
会
開
き
並
木
会
長
を

　
　
　
再
選
　

二
面
　
全
木
協
総
会
開
き
吉
条
会
長
を

　
　
　
再
選
　
木
退
共
総
会
　
来
賓
祝

　
　
　
辞

三
面
　
全
木
連
会
長
総
会
挨
拶

四
面
　
景
況
調
査

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
平
成
二
十
二
年
春
叙
勲
・
褒
章

旭
日
双
光
章
　
笠
井
　
文
雄
（
大
坂
）

旭
日
双
光
章
　
神
谷
　
雄
介
（
静
岡
）

旭
日
双
光
章
　
鳥
越
　
康
生
（
岡
山
）

旭
日
双
光
章
　
矢
田
　
　
豊
（
福
井
）

黄
綬
褒
章
　
御
供
誠
太
郎
（
群
馬
）

黄
綬
褒
章
　
田
中
　
隆
行
（
東
京
）

黄
綬
褒
章
　
千
里
　
献
一
（
徳
島
）

　
以
上
木
材
産
業
振
興
功
労
者
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

全
　木
　連
　通
　常
　総
　会

　
全
木
連
の
総
会
は
、
午
後
一
時
十
五

分
か
ら
開
会
。
会
議
に
先
立
ち
、
今
春

の
叙
勲
・
褒
章
者
を
尾
薗
副
会
長
が
報
告

（
別
掲
）。全
員
が
拍
手
で
受
章
を
称
え
た
。

　
開
会
の
こ
と
ば
を
大
石
副
会
長
が
述

べ
た
あ
と
、
並
木
会
長
が
挨
拶
に
た
ち
、

「
経
営
環
境
の
厳
し
さ
か
ら
、
木
材
業
界

の
先
行
き
が
心
配
さ
れ
る
。」と
し
た
う

え
で
「
木
材
業
界
の
最
大
の
課
題
は
木

材
需
要
の
拡
大
、
業
況
改
善
の
取
組
み

で
あ
る
。」と
指
摘
、「
諸
般
の
対
策
に
対

応
し
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。」と
述

べ
た
。
つ
づ
い
て
、
来
賓
の
島
田
林
野

庁
長
官
と
国
土
交
通
省
の
越
海
木
造
住

宅
振
興
室
長
か
ら
祝
辞
を
受
け
、
司
会

か
ら
出
席
の
来
賓
を
紹
介
し
た
後
、
議

事
に
入
っ
た
。

　
議
事
は
、
並
木
会
長
が
議
長
と
な
り
、

進
行
。

　
第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
一
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
、
第
二
号
議
案
の
平

成
二
十
一
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
に

つ
い
て
は
、
事
務
局
説
明
の
う
え
、
名

倉
敬
世
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て
監
査

報
告
し
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
次
い
で
、
そ
の
他
と
し
て
、
事
務
局

　
第
六
十
八
回
全
木
連
通
常
総
会
、
第
五
十
回
全
木
協
連
通
常
総

会
、
第
三
十
八
回
木
退
共
通
常
総
会
が
五
月
十
二
日
、
東
京
・
千

代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
を
会
場
に
、
全
国
か
ら
会
員
多

数
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
並
木
瑛
夫
全
木

連
会
長
、
同
木
退
共
会
長
、
吉
条
良
明
全
木
協
連
会
長
を
と
も
に

再
選
し
た
。
総
会
に
は
林
野
庁
の
島
田
泰
助
長
官
を
は
じ
め
関
係

幹
部
、
越
海
興
一
国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興
室
長
、
ま
た
、
林

業
関
係
団
体
幹
部
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
華
や
か
さ
を
盛
り
上

げ
た
。
総
会
の
議
事
は
順
調
に
進
み
、
所
定
の
議
案
を
滞
り
な
く

審
議
の
う
え
承
認
・
決
定
し
て
閉
会
し
た
。
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よ
り
、
全
木
連
の
組
織
・
財
務
改
革
等

に
つ
い
て
は
早
急
に
検
討
し
、
可
能
な

も
の
か
ら
実
施
に
移
せ
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
報
告
。
ま
た
、
三
月
の
理

事
会
・
総
会
以
降
の
報
告
事
項
を
報
告
。

　
今
年
の
第
四
十
五
回
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
、
開

催
地
の
松
原
副
会
長
（
北
海
道
支
部
長
）

が
紹
介
と
多
数
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、

並
木
会
長
が
再
選
さ
れ
た
ほ
か
、
他
の

役
員
に
つ
い
て
も
、
理
事
、
監
事
各
一

名
の
異
動
の
ほ
か
は
全
員
が
留
任
し
た
。

　
再
選
さ
れ
た
並
木
会
長
か
ら
就
任
の

決
意
を
込
め
た
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
、

山
根
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ

て
閉
会
し
た
。

　
総
会
で
異
動
の
あ
っ
た
役
員
は
、
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

　
理
事
＝
長
浦
愼
一（
東
京
・
阿
部
信
義

と
交
代
）。
監
事
＝
齋
藤
春
秀
（
東
京
・

岩
瀬
茂
雄
と
交
代
）。

来
賓
祝
辞
の
ポ
イ
ン
ト

全
　木
　協
　連
　通
　常
　総
　会

木
　退
　共
　通
　常
　総
　会

国
産
材
　　
％
も
可
能

５０

林
野
庁
長
官

国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興
室
長

林
野
庁
林
政
部
長

　品
質
の
安
定
し
た
木
材
の

　　　供
給
が
求
め
ら
れ
る

　地
方
公
共
団
体
が

　　　取
り
組
み
や
す
く

　　　　　な
る
よ
う
に

　
森
林
・
林
業
に
対
す
る
状
況
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
。
環
境
重
視
と
な
っ

て
、
大
企
業
も
動
い
て
い
る
。（
木
材
利

用
促
進
の
）
法
律
は
全
党
賛
成
。
法
律

自
体
が
世
の
中
の
状
況
を
反
映
し
て
い

る
。
木
材
を
使
え
る
と
こ
ろ
は
使
っ
て

い
く
。
五
十
％
は
出
来
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
つ
い
最
近
も
自
宅
近
く
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
木
製
に
変
わ
っ
た
。
都
会
で
も

普
通
の
こ
と
と
な
っ
た
。
非
木
造
の
低

層
公
共
建
築
物
は
木
造
化
が
進
む
。
し

か
し
、
ビ
ル
と
な
る
と
、
基
準
法
の
適

用
が
厳
格
。
品
質
の
安
定
し
た
木
材
の

供
給
が
求
め
ら
れ
る
。

　
全
木
協
連
の
通
常
総
会
は
、
午
後
三

時
十
五
分
に
開
会
し
た
。

　
会
議
は
、
開
会
の
辞
を
越
井
副
会
長

が
述
べ
て
始
ま
り
、
ま
ず
、
吉
条
会
長

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
飯
高
林
政

部
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
事
は
、
吉
条
会
長
が
議
長
と
な
り

進
め
、
①
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
②
平
成
二
十
一
年
度
決
算
及

び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
を
事
務
局

か
ら
説
明
の
う
え
、
阿
部
信
義
監
事
が

代
表
し
て
監
査
報
告
を
行
い
、承
認
し
た
。

　
次
い
で
、
③
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
決
定
の
件
を
事
務
局
か
ら
説
明
の

う
え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
④
平
成
二
十
二
年
度
収
支
予
算
決
定

　
木
退
共
の
総
会
は
、
並
木
会
長
が
議

長
と
な
り
全
木
連
総
会
と
併
行
し
て
行

わ
れ
た
。

　
議
案
の
①
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件
②
平
成
二
十
一
年
度
収
支

決
算
承
認
の
件
は
、
事
務
局
説
明
の
後
、

山
口
武
夫
監
事
が
代
表
し
て
監
査
報
告

を
行
い
、
承
認
し
た
。

　
③
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件
④
平
成
二
十
二
年
度
収
支
予
算
決

定
の
件
⑤
平
成
二
十
二
年
度
入
会
金
及

び
会
費
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
か
ら
説
明
の
う
え
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

　
役
員
の
改
選
で
は
、
並
木
会
長
が
再

選
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
役
員
も
全
員
留

任
し
た
。

ご加入のおすすめ

　（　）社木材産業退職金共済会

木材産業界独自の
退職金共済制度

の
件
⑤
平
成
二
十
二
年
度
賦
課
金
決
定

の
件
⑥
平
成
二
十
二
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
決
定
の
件
⑦
平
成
二
十
二
年
度

役
員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
一

括
で
事
務
局
か
ら
説
明
し
た
後
、
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、

吉
条
会
長
を
再
選
し
た
。
こ
の
ほ
か
の

役
員
に
つ
い
て
も
、
理
事
、
監
事
各
一

名
の
異
動
の
ほ
か
は
全
員
が
留
任
し
た
。

　
再
選
さ
れ
た
吉
条
会
長
か
ら
就
任
の

挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
、
高
橋
副
会
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
て
終
了
し
た
。

　
総
会
で
異
動
の
あ
っ
た
役
員
は
、
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

　
理
事
＝
網
中
勝
（
東
京
・
木
場
製
材

・
村
井
龍
一
と
交
代
）。監
事
＝
長
浦
愼

一
（
東
京
・
新
東
京
・
阿
部
信
義
と
交

代
）。

　
事
業
仕
分
け
の
中
で
は
、
森
林
・
林

業
は
異
例
の
評
価
を
も
ら
っ
た
。（
木
材
利

用
促
進
の
法
律
は
）
建
物
は
国
交
省
の
分

野
の
た
め
、共
管
で
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

官
庁
営
繕
部
は
（
林
野
庁
と
し
て
は
）

こ
れ
ま
で
距
離
が
遠
か
っ
た
と
こ
ろ
。

低
層
は
す
べ
て
木
造
に
す
る
、
高
層
の

内
装
化
も
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施

工
例
が
広
ま
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
も

取
り
組
み
や
す
く
な
る
。
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総
　会
　で
　の
　並
　木
　会
　長
　挨
　拶

　
会
議
の
開
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
六
十
八
回
全
木
連
通
常
総
会
・
理

事
会
並
び
に
第
三
十
八
回
木
退
共
総
会

・
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
皆
様
方
に
は
全
国
各
地
か
ら
ご
参

集
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
ご
支
援
、
ご
指
導
い

た
だ
い
て
い
ま
す
島
田
林
野
庁
長
官
、

国
土
交
通
省
の
越
海
木
造
住
宅
振
興
室

長
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
ご
多

用
の
中
ご
臨
席
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
動
向
は
、
景

気
が
持
直
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
な
お
自
律
性
は
弱
く
、
直
近
の

ギ
リ
シ
ャ
財
政
危
機
に
よ
る
世
界
的
な

大
幅
株
価
下
落
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
新
築

住
宅
着
工
戸
数
に
つ
き
ま
し
て
は
七
十

八
万
八
千
戸
と
極
め
て
低
水
準
と
な
り
、

木
材
業
界
は
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
、

か
つ
て
な
い
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
き

ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
戸
建
て
住
宅
を

中
心
に
回
復
の
兆
し
が
幾
分
は
見
受
け

ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
、
木
材
業

界
の
先
行
き
が
大
変
に
心
配
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
木
材
業
界
の
最
大
の
課
題
は
、

木
材
需
要
の
拡
大
、
業
況
改
善
の
取
組

み
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
全
木
連
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
四

月
の
「
経
済
危
機
対
策
」
や
平
成
二
十

一
年
十
二
月
の
「
明
日
の
安
心
と
成
長

の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」、そ
し
て
平

成
二
十
二
年
度
予
算
、
税
制
改
正
な
ど

に
お
い
て
、
緊
急
的
な
木
材
利
用
促
進
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
対
策
が
反

映
で
き
る
よ
う
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
十
月
に
は
全
国

木
材
産
業
振
興
大
会
で
は
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
新
た
な
木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で

木
材
産
業
の
創
造
的
再
興
」
と
し
て
開

催
し
、
参
加
者
総
意
の
下
で
景
気
対
策
、

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
な
ど
を
決

議
し
、
そ
の
後
、
会
員
挙
げ
て
、
そ
れ

ら
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
存
知
の
と
お
り
、

二
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
、
平
成
二
十

二
年
度
予
算
等
に
お
い
て
、
木
造
の
住

宅
建
築
促
進
、
公
共
施
設
の
木
材
利
用

促
進
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
対
策
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
、
そ
し
て
住
宅
版

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
が
実
現
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
林
野
庁
長
官
を

は
じ
め
関
係
政
府
機
関
・
政
党
の
皆
様

方
の
多
大
な
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸

対
策
の
実
施
と
併
せ
て
、
我
々
業
界
自

身
に
よ
る
「
木
材
業
界
の
明
日
の
展
望

を
切
り
開
く
取
組
み
」、す
な
わ
ち
、
住

宅
、
公
共
施
設
、
商
工
業
施
設
等
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
木
材
利
用
促
進

に
限
り
な
い
努
力
を
尽
く
し
て
い
く
こ

と
、
な
ど
を
通
じ
て
、
景
気
回
復
、
木

材
産
業
の
業
況
回
復
が
早
期
に
実
現
で

き
る
こ
と
を
強
く
念
願
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
「
木
材
利
用
」「
木
材
を
使
う
」
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
府
・
地
方
公
共

団
体
、
業
界
関
係
者
等
の
ご
努
力
に
よ

り
、
人
々
へ
の
理
解
促
進
は
広
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
、
具
体
的
な

実
需
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、
利

用
促
進
の
体
制
づ
く
り
、
業
界
自
ら
の

取
組
み
が
必
要
で
す
。
の
ち
程
、
島
田

林
野
長
官
、
越
海
木
造
住
宅
振
興
室
長

か
ら
お
話
し
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
地
域
材
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し

て
、「
農
林
水
産
省
木
材
利
用
推
進
計
画
」

の
作
成
、「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の

作
成
と
そ
の
具
体
的
施
策
の
検
討
」、「
公

共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
制
度
の
国
会
上
程
」、

「
地
域
材
利
用
の
住
宅
づ
く
り
」
な
ど
、

制
度
的
枠
組
み
の
構
築
・
充
実
強
化
が

鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
材
業
界

と
し
ま
し
て
は
、
大
変
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
枠
組
み

・
仕
組
み
の
効
果
的
な
推
進
の
た
め
に

は
、
木
材
業
界
の
役
割
は
大
変
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

多
く
の
関
係
者
と
連
携
し
、
地
域
的
特

色
も
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
制
度

・
対
策
の
有
効
活
用
、
推
進
に
取
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
消
費
者
・
需
要
者

等
顧
客
の
期
待
に
応
え
た
、
価
格
・
品

質
・
性
能
・
環
境
機
能
を
も
っ
た
製
品

の
供
給
・
開
発
、
中
で
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品

・
乾
燥
材
、
合
法
木
材
の
安
定
的
供
給

体
制
を
き
ち
ん
と
整
え
て
い
く
こ
と
が

緊
要
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
全
木
連
と

し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
諸
対
策
の

推
進
に
取
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
木
退
共
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
者

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
制
度
の
維
持
に
影
響
が
で
か
ね
ま

せ
ん
。
な
に
と
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
是
非
と
も
加
入
者
獲
得
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
の
会
議
は
、
平
成
二
十
一
年
度

の
事
業
報
告
及
び
そ
の
収
支
決
算
と
役

員
改
選
が
主
た
る
議
題
で
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
十

分
な
る
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
春
の
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た

木
材
業
界
の
方
々
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
の
ご
精
進
と
ご
努
力
の
賜
物
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今

後
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
会
員
各
位
の
ご
繁
栄
と
お

集
ま
り
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
冒
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成22年5月25日（火曜日） （第626号）（第三種郵便物認可）

平成22年度　補助・助成事業（全木協連）
事業名 事業概要 募集期間

木材産業原
料転換等構
造改革緊急
対策事業

①木材産業
体質強化促
進事業

②木材供給
高度化設備リ
ース促進事業

③木材産業
原料転換緊急
対策特別事業

がんばれ！地域林業サポ
ート事業

木質バイオマス利用加速
化事業のうち林地残材フ
ル活用事業

地域材利用加速化緊急対
策支援事業のうち2×4住
宅用部材の開発

地域材利用加速化支援事
業のうち国産材資材等供
給連携支援事業

地域材の水平連携加工シ
ステム推進事業

機械施設導入にともなう
利子助成事業

機械施設導入にともなう
リース料の一部助成事業

原料転換のための設備導
入、経営安定資金借入れ
にともなう利子助成事業

リースを活用して高性能
林業機械等を導入する場
合にリース料の一部を助
成する事業

間伐等により発生する木
質資源の収集と間伐材を
燃料用等にフル活用する
取組みについて原料調達
費及び経費の一部を助成
する事業

地域材需要の更なる拡大
を図るため、2×4住宅に
おける部材開発に対する
支援を行う事業

土木用等関係者による安
定供給に向けた仕組みづ
くり、品質・性能のガイ
ドラインの作成等を支援
する事業

平成22年5月中
旬から23年2月
末日まで継続募
集予定

平成22年6月頃
から、おおむね
1月間、募集予
定

平成22年5月下
旬から、おおむ
ね1月間、募集
予定

平成22年5月中
旬から、おおむ
ね1月間、募集
予定

22年4月分集計表
モニター数109　　回答数68　　回収率62％

モニター数119　　回答数73　　回収率61％

増加37％（25）
増加32％（22）
上昇　7％（　5）
上昇29％（20）

増加37％（25）
増加35％（24）
上昇19％（13）
上昇32％（22）

強　含　み
42％（24）
25％（13）
34％（19）
21％（13）
41％（23）

増　　加
19％（12）

減少21％（14）
減少22％（15）
下降　7％（　5）
下降　4％（　3）

減少　9％（　6）
減少15％（10）
下降　1％（　1）
下降　0％（　0）

弱　含　み
　4％（　2）
　4％（　2）
　5％（　3）
　2％（　1）
　2％（　1）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
54％（31）
71％（38）
61％（34）
77％（47）
57％（32）

変わらず
81％（52）

変わらず42％（29）
変わらず46％（31）
変わらず86％（58）
変わらず67％（45）

変わらず54％（37）
変わらず50％（34）
変わらず80％（54）
変わらず68％（46）

変わらず48％（35）
変わらず44％（31）
変わらず87％（62）
変わらず48％（35）

変わらず54％（39）
変わらず53％（38）
変わらず80％（57）
変わらず60％（43）

保ち合い
37％（11）
39％（　9）
42％（12）
46％（27）

1ヵ月
　7％（　1）

増加31％（22）
増加24％（17）
上昇10％（　7）
上昇49％（35）

増加31％（22）
増加28％（20）
上昇19％（14）
上昇36％（26）

強　含　み
60％（18）
57％（13）
55％（16）
39％（23）

1ヵ月以内
93％（14）

減少21％（15）
減少32％（23）
下降　3％（　2）
下降　3％（　2）

減少15％（11）
減少19％（14）
下降　1％（　1）
下降　4％（　3）

弱　含　み
　3％（　1）
　4％（　1）
　3％（　1）
15％（　9）

1ヵ月以上
　0％（　0）

連携して生産品目の転換
・国産材への原料転換や
品質管理技術の向上を図
る中小製材工場等への技
術指導、経営指導、水平
連携体制構築への支援を
行う事業

平成22年5月6日
から5月31日の
間で、募集

平成22年4月23
日～5月24日の
間で、募集


